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   Eighteen patients with acute cystitis were treated with Thiophenicol at the dosage of 
125 mg 4 times daily for 1 week. The majority of patients treated showed excellent subjective 
improvements at the end of the course of therapy. 
   No side effects were observed.
緒 言
Chloramphenicolは,抗菌 スペク トルが広
く毒性 が少 い点 な どか ら化 学療法剤 の中で も高
く評価 され,尿 路感染 症の治療 にも広汎 に使 用
され優れた臨床効果 を有 す ることが知 られてい
る.
Thiophenico1は,米国WinthroP社にて合
成 され た 多数 のChloramphenicol関連化合物
の中で,最 も抗菌 力の 強 い化合物 として1952年
に報告 された化学療 法剤で ある.
今回,エ ーザ イ株式会社 の依頼 に よりThio-
phenicol(E-124)の尿 路感染症 に 対 す る 効果
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で あ り両老 は非 常 に 類 似 して い る.
性 状:Thiophenico1は白 色 結 晶性 粉 末 で わ ず か に
苦 味 を 有 す る,光,熱 に安 定,吸 湿 性 が あ る.分 子 量
356.2,m.p.166～167.5℃.室温 で 水 に は0.5～1.O%,
メ タ ノ ール に5.0%,dimethylformaldehydeおよび
propyleneglyco1には よ り高濃 度 に溶 け る.水 溶 液 は
中性 でpHが 広 く変 化 して もそ の溶 解 度 に は 変 化 が な
い.
抗 菌 作 用:Thiophenico1のinvitroでの 抗 菌 作
用 は 次 の 通 りで あ る.
1.抗 菌 ス ペ ク トル はChloramphenico1とほ ん
ど同 じで あ る.
2.抗 菌 力 の強 さは,あ る種 の菌(例 え ばHaemo-
philus属)に対 し てはChloramphenicolより強 く,
あ る種 の菌(例 え ばE.coli)に対 し てはChloram-
phenico1より 弱 く,そ の他 はChloramphenicolと
ほぼ 同様 で あ る,
3,尿,喀 疾,創 傷 お よび 血 液 か ら分離 した100株
菌 に つ い て,各 種抗 生物 質 ない し化 学 療 法 剤に 対 す る


































感 受 性 を デ ィス ク法 で 調 べ た 結 果 は 表1に 示 す 通 り
で あ る.Thiophenicolに対 す る 感 受 性 は 最 も 高 く
Chloramphenico1の約2倍 を示 して い る.
4.感 受 性 菌 を 阻 止量 以下 のThiophenicoolに反
復 して さ らす と,次 第 に感 受 性 が 消 失 す る.
5.Thiephenico1耐性菌 はChloramphenicolに
も耐 性 であ るが,尿 路 感染 症 お よび 胆 の う感 染 症 で は
Chloramphenico1耐性菌 に も有 効 であ る.
吸収 ・排 泄:Thiophenico1はヒ トにお い て 消 化 管
か ら吸 収 され,経 口投 与1回 でChloramphenicolと
同様 な 血 中 濃 度 を与 え る.相 違 点 は,Thiophenicolの
吸 収お よび 排 泄 がChloramphenico1よりい く分 遅 い
ことで あ る.す なわ ちChloramphenico1では1時 間
後 に ピー ク値(5～67/cc)に達 し24時間 後 に は検 出 さ
れ ない が,Thiophenicolでは1%な い し2時 間 後 に ピ
ー ク値(5～6r/cc,時 には7～9γ/cc以上)に 達 し投
与 後24時間 後 に もな お存 在 す る.
Thiophenicolの尿 中排 泄はChloramphenico1と
異 な り大 部 分 生 物学 的 に活 性 型 であ り,24時間 中 の そ
の活 性 型 の 排 泄 は 経 口投 与 量 の30～60%で あ る.一
方,Chloramphenicolでの 活 性型 の 尿中 排 泄 は経 口投
与 量 の約10%で あ る.
また,Thiophenicol100mg経口投 与1回 で 化学 療
法 上 充 分 な 尿 中 濃度(3時 間 後 に80γ/cc,6時間 後 に
100～150〃cc)がえ られ,6～8時 間 毎 に100mgを
投 与 す る こ とに よ り そ の濃 度 を 維 持 す る こ とが で き
る,
毒 性:Thiophenicol1日29を21日以 上続 け る と,
可 逆 的 な赤 血 球 造 血抑 制(血 漿 鉄 の 増 大 とヘ モ グ ロ ビ
ソ中 の鉄 飽 和 の 増 大)が あ る との報 告 が あ る.一 方,
Thiophenico1の正 常 治 療量(1日2～39)を15～










































稲 田他;尿 路 感 染 症 に 対 す るThiophenicol(E-124)の臨 床 効 果
を有 し,そ の抗菌 力 はむ しろChloramphenicol
より優れ,ま た尿 中に活性型 として排 泄 され る
率の多 いThiophenicolは尿路感染症 に対 して
優れた臨床効果 を発揮 す ることが期待 され る.





































































































































































































































































蛋=蛋 白,赤=赤 血 球,白=白 血 球 ・桿=桿 菌,球=球 菌
































点をお くが とくに白血球を重視)の 消長をそれ

































京 大泌尿器科外来 に受診 した急性膀胱炎患者
18例に対 してThiophenicol(E-124)を投与
しその臨床効果をみた結果,18例中著効13例,
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